
オーデイオミキサー

品番WR-X04
取扱説明書

■この説明害と添付の保証Sをよ < お読みのうえ、正し < ご使用 <ださい。
そのあと大切に保管し、わからないとき再読して < ださい。
■保証害は必す「お買い上げ日•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取り < ださい。 保証書別添

上手に使って上手に節電
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このたびは、ラムサオーディオミキサーをお買い上げいただきまして、 
まことにありが’とうございました0
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特長
本機は、7入力、ステレオ出力1回路、メインミキサー（WR-X12）のリモコン機能を備えた操作の簡 

単なコンパクトミキサーです。

❷デュアルレベルコントロール
マイク入カレベル（一60dB）からライン人カレベル（一10dB）まで、つまみの操作だけで音量調節できます。
#リモコン機能
電源制御ュニット（\VU-L65）の嵬源の「入/切」、メインミキサー（WR-X12）の音量調節ができます。
@トータルコンブレッサ回路採用（モノラル入力）
過大入力による歪を防ぎます。
❺外来ノイズに強い電子バランス入出力回路を採用 

春前面入力端子装備
モノラル入力3, 4は、前面パネルに複式ジャックを装備、後面入力より優先します。
ステレオ2は、前面パネルにピンプラグを装備、後面入力とミキシングします。

❹上面、後面の2面取リ付け構造で薄型設計
ラックマウント（取付金具が必要です）、壁に直付け、テーブル埋め込み式などの設置方式がとれます。ま 

た奥行10cmなので、壁埋め込みも可能です。
❹EIAハーフサイズ

ラックマウント金具（W2-LAM X04•別売）を取1）付けて、EIAラックにマウントできます。
本機を2台連結してのラックマウントも可能です。

使用上のご注意
參本機の設置場所は
直射日光の当たる所や温 

風吹出口近くは避けてく 

ださい：また、湿気、ほこ 

りおよび振動の多ぃ場所 

に設芯すると故障の原因 

になることがあります。 
•堕面に設置のときは、ぶ 

らさがったり、足場がわ 

リにしないでください。
❹万一、次のようなと 

きはそのまま使用し 

ないで/
すぐに電源スイ/チを 

「切」にし、必ず范源ブラ 

グを拔き販売店にご連絡 

ください。
•本機の内部に金属物が 

入った場合
•急に異常（音が出ない 

など）が生じた場ひ

•水は禁物
雨滴や水滴がかからない 

ようにruしび:ください。 
乃一、内部に水が入った 

場羚は、すぐ屯源スイ/ 

チを「切」にし、必ず逝源 

フラグを拔き販売店にご 

速絡ください。

©お手入れ
•ベンジン、ノンナーは 

絶対に使用しないでく 

ださい。ケースが変形 

したり、変色すること 

があります。
•ケースの汚れは乾いた 

布でふいてください。 
ひどい汚れは、水か台 

所用洗剤を少し布につ 

けてふき、あとはから 

ぶきしておきます。

絞



各部の名称と働き/信号の流れ
■モノラル入力音量つまみの適合位置
入カゲインと送り出しレベル調節を連動し（デュ 

アルレべ，レコントロール）、マイクからラインまで 

幅広く音量調節できます。

■各つまみの、普段使用する音量の位 

置にセッティングマーカ（付属品： 
如、◄）を貼り、めやすとします。

ぎ-
笑

3目盛〜7

.一カル

一26d 巳

22d巳

-39dB

-44dB

9 —48dB 乂+2d巳

-60d 日

しEVEし

〇〜2目盛の間は音がひずみやすいので、接続する 

機器は出カレベルー10dB以下のものをお使いください

ロール部 モノラル入力部リモー

——❸モノラル入力音量つまみ
[_oim 〜4]

©モノラル入力吉tを 

調節します。
•前面入力端子が優先 

します。

WR-X12をリモートコントロールする場合

メインミキサーWR-X12 （モノラル入力5、 

6 ）の音-fEをリモートコントロールします。

❹リモー 口ー ルつ まみ
[REMOTE 1,2]

「OFF」のときは、メインミキサーの入カフ
ーダが働きます。

リモ_トコントロ ールLED（緑）

メインミキサーをリモートコントロールして 

いるとき点灯します。



カセット
プレーヤ テープ

マイクロホン

ワイヤレス
STEREO INPJT

マイク

ワイヤレス
受信襯

气•声 メインスピーカ

ワイヤレス G E Q
アンテナ

气•
MAIN OUT

G E Q

ミキサー jHHI^B2SZI3S

本機をサブミキサー
として使う場合ミキサー

VCA
リモートコントロール

ステレオ入力部 メイン出力部 用語解説

STEREO INPUT

STffiEO IN

STEREO IN

❹ステレオ入力音量つまみ 

[STEREO IN 1，2 ]

書ステレオ入力の音Mを調節します。 
•人力1—CDプレーヤ、VTRなど, 

出カレベルの高い機器を 

接続します。
•人力2 —々セットテノキなど出力 

レベルの低い機器を接続 

します。
•前而入力端了•は、後ifii人力とミキ 

シングされます。

MAIN OUT
❺メイン出力音量つまみ 

MAIN OUT]

• メイン出力と録疔用出力のff量を 

調節します。
*録用出力の芹Vi:と、メイン出力 

の普量は比例します。

❻記名板.記名シール
各つまみで調節する機器名のシール（付属品）を 

記名板:こ貼り、本機れ側Iftiから差し込んで使用 

します：
I己名シール

カセット1

紀名枋の右瑞をつま 
んで引き出す：

❼電源表示灯（赤）
❽電源スイッチ[POWER]

•電源を「入/切」します。

PA :パワーアンプ

GEQ :グラフイックイコライザ

メインミキサー：主装芯として設置されている人 

型ミキサーや、本機でリモート 

コントロールされるWR-X12な 

ど。

サブミキサー：メインミキサーの入力数を拊や 

すために増設したリ、WR-X12 

などのメインミキサーをリモー 

トコントロールするミキサー。



かしめ

① 〔卜LEVEL〕1-音量
② 〔2-LEVEL〕2 -音量
③ 〔卜ON/OFF〕1-入'切一
④ 〔2-ON/OFF〕2 -入/切…
⑤ 〔GN_/0FF））G N D
©〔 + 10V〕 +10V（WR-X12より）
⑦ 〔GND（LEVEL）） G N D
⑧ 〔EXT CONT〕電源制御フ
⑨ 〔EXT CONT〕電源制御」，..、却ェ/ ノ恢川、

•リモコン用コネクタ（9 P）〔付属品〕 
ピン番号

各プラグへの接続 

®ピンプラグ

る
4' r- 2〜3mm 

«大形単頭プラグ

はんだ付け

ホット アース

スリープ チップ（ホット） 

）6

大形複式プラグ

チップスリープ（アース）

スリーブf•ップチップ（ホット）

\ 'リング（コールド） 
スリーブ（アース）

鎌キヤノンタイブコネクタ（XLR-3-12C相当）

*キヤノンコネクタは、捺続する機器のホット、コールドの 

ピン番号を確認して、接続してください。

2（ホット）ワツンヤ

Uアース）
3（コールド）

•キヤノンタイプコネクタ（XLR-3-11C相当）

*キヤノンコネクタは、接続する機器のホツト、コールドの 
ピン番号を確認して、接統してください0

1（アース）

2（ホット）

3（コールド）

ホツク

使用プラグの名称

……大形段式プラグ 

«=■§……大形単姐プラグ 

……XLR-311C相当 

[HP……XLR 312C相当

-<1!1111……ピンプラグ 

§■ ……BNCコネクタプラグ

……リモコン用コネクタ

（付属品）

各部の名称と働き/接続のしかた
驩本機をサブミキサーとして使用する場合 ■本機からラックや周辺機器

ワイヤレスマイクの電源を入/切できます。 ワイヤレスアンテナ
REMOTE WX-RB100など WX-RB910など

MAIN SUB INミキサー
周辺機器WR-X12

OUTPUT 个 AC100V
50 60Hz

電源制御
ユニット

REMOTE電源制御 WU-L65

ユニット
WU-L65 受信MOTE

WX-R820などAC100V

マイクロホンV OUTPUT
AC100V
50/60Hz

•接続は13ページ参照

mb 18 rririnc#d 
to 0 77bY

MM

AC100V

50 GOHz
WZ-9311 などWP-9220などスビーカ

IN PUT IN PUTOUT PUT
一- - - - -n

OUT PUT OUTPUTWS-A200/A500など ' OUT
"PUT OUTPUT

IN PUTOUT PUT カセット
プレーヤ ミキサーOUT PUT

レコーダ WR-X04など

■前面の入力端子

OUTPUT

カセット
テープ
レコーダ

マイクロホン

⑧
⑧
⑨

②
⑤
⑧

①
④
⑦



レベルダイヤグラム
(+ 3〜+40) ( + 14) (〇)

十一~~~〇 COMP

MONO IN 
-60〜—1OdB (-6

ST IN 
OdB

於
ST IN 
一lOd 巳

d巳

(+ O
—十 

（-6：

一十 •12

(〇)

(+B)_

(+4) (- 6 ) (+6) ( + 6)

>

BTL MAIN OUT

CLIP しEVEし +20dB
+24dB+ 14d 巳/

ST IN
—.—

-10 --
ST IN

MONO IN -10dB

定格レベル
MONO IN -60dB

-120

-130

11

〇アース端子 
[GND]

❷

❸

❹

❺

リモコン用
コネクタ
[REMOTE]

モノラル 
入カコネクタ 
MONO 
INPUT 

1〜4 
モノラル4回路 
ピン番号 
2ホット 
3コールド 
1アース

メインサブ 

入力
(MAIN ) 
{ SUB IN J

ステレオ 
入カジャック 
STEREO 

INPUT 
11,2 

ステレオ21"1路

• メインミキサーをリモコン操作（音傲 

調節、電源制御）する場合に使用し 

ます。

❹ラックなどの電源制御をするときに使 

用します。

鑄人カレベルー60dB- 10dB
インピーダンス10kQ羝子バラン 

ス入力
〇キャノンコネクタ（XLR-3-11C）相 

当で接絞
•マイクロホンやモノラノレのライン機?^
が4台まで接続できます。

[ごミ主意I
•コンデンサマイクロホンは、電池を使 

用してください。
•入力3 • 4は前面端子が優先します。

入カレベル+ 4dB 

インピーダンスlOkfl不平衡 

単頭プラグで接続 

サブミキサーなどの外部機器を接続 

します。
，信号は、メイン出力にミキシングされ 

ます。

入カレベル入力1: OdB 

入力2:—10dB

インピーダンスlOkfl不平衡 

，ピンプラグで接続
，入力1にはCDプレーヤ、VTRなど 

出カレベルの高い機器、入力2には 

カセットデッキなど出カレベルの低い 

機器を接続します。

❻

❼

❽

❾

録音出力 
ジャック 
[REC OUT1

ステレオ/モノラル 

切換スイッチ 
[ST/MONO]

メイン出力 
コネクタ 
（MAIN 

OUTPUT

モノラル 

入カコネクタ 
[MIC 3,4]

前面

❿ ステレオ 
入カジャック 
[2 UR]

前面

1出カレベルー10dB 

インピーダンスiokn不平衡 

，ピンフ°ラグで接続 

ステレオのカセットテープレコーダな 

どに録音できます。
|録音用出力の音Mと、メイン出力の 

音量は比例します。

❹メイン出力と録音出力を同時に切り 

換えるスイッチです。

®出カレべル+4dB 

インピーダンス6000常子バラ 

ンス出力
•キャノンコネクタ（XLR-3-12D相 

当で接続
•本機でミキシングしたステレオ信号を 

送り出します。

®人カレべルー60clB〜一10dB 

インピーダンスlOkfi平衡 

®段式プラグで接絞 

®後而のモノラル人力3, 4より優先
します。

＞入カレベルー10dB 

インピーダンスlOkfi不平衡 

，ピンプラグで接続 

，後面のステレオ入力2とミキシングし 

て出力されます。

0dB=0.775VRMS

ン;主意
©告声入出力線はシールド線を使用してください。
•ハイ.インピーダンスマイクロホンを接続する場合は、ケーブルの長さを10m以下でご使用くださ 

い。ケーブルの容最成分によって商域特性が低下することがあリます。
©口一.インピーダンスマイクロホン（150 Q、250〇または600Q ）を使用する場訃は、50 m程度の長さ 

までは実用上の支障は生じません。
•スピーカ線と入力線を近づけますと人-出力の組合せにより機器の動作が不安定にな1）、発振する 

場合がありますので近づけないでください。
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キャノンタイプコネクタ（メス）

キャノンタイブコネクタ（オス）

大形ジャック

ビンジャVク

しEVEしMONO

HA
—10d 巳

GAIN (-13〜0 )

MONO 
INPUT 2 
— 60dB〜 
-10dB 

lOkf]

MONO 
INPUT 3
—60d巳へ
-10dB
lOkH

しEVEし

HA.
後面 
前面 LEVELGAIN (-13〜0 )

MAIN
OUTPUTMONO 

INPUT 4 
—60dB へ 
—lOd 巳 
lOkH

+ 4d巳6000

-10dB lOkHしEVEし
STEREO
/MONO

しEVEしSTEREO IN 1
(+6)LEVEL (+6)Od巳

MAIN R
OUTPUT
+ 4dB 6000

しEVEし
REC OUT
10dB lOkH

STEREO IN 2
LEVEL MUTINGlOkH10dB

STEREO IN 2
(FRONT)

2—音盪
入/切.

SUB IN 2一入/切.
+ 4d巳

+ 10V (WR-X12より)

電源制御-
無電圧メーク接点電源制御-

POWER

POWER FUSE
AC 100V 
50/60HzPSVGA CONTROL

±16V MUTING
RL

COMP

ブロックダイヤグラム

©
©
©
®



レベルダイヤグラム

MONO IN 
-80〜一10d 巳

(+3〜+40) (〇) (+14) ⑴

主十~~~
(一6)

COMP

於
ST IN 
0d巳

(+4)
十 
（一6）

於
ST IN 
一10dB

dB

一12
(+6).

4

(+4) (— 6 ) ( + 6) (+6) 

於十:^[>=®
BTL MAIN OUT

CLIP しEVEし +20dB
+24dB

+ 14dB /

ST IN

二'ベ〆
ST IN 一 10dB

MONO IN 一 10dB

定格レベル
MONO IN 一60dB

一100

一110

II

❶

❷

❸

❹

❺

アース端子 
[GND1

リモコン用
コネクタ
[REMOTE]

モノラル 

入カコネクタ 
MONO 
INPUT 

1〜4
モノラル4回路 
ピン番号 
2ホット 
3 コールド 
1アース

メインサブ 

入力 
（MAIN 

SUB IN

ステレオ 
入カジャック 
STEREO 
INPUT 

し2
ステレオ2回路

〇 メインミキサ_をリモコン操作（音超: 

調節、電源制御）する場合に使用し 

ます。

〇ラックなどの電源制御をするときに使 

用します。

♦入カレベルー60dB- 10dB
インピーダンス10kf）祗子バラン 

ス入力
•キャノンコネクタ（XLR-3-11C）相 

当で接続
聲マイクロホンやモノラノレのライン機岩呈 

が4台まで接続できます。
[逢意i
•コンデンサマイクロホンは、世池を使 

用してくださぃ。

拳入力3 • 4は前面端子が優先しますc

•入カレベル+ 4 dB 

インピーダンス10kn不平衡 

■単頭プラグで接続 

■サブミキサーなどの外部機器を接続 

します。
•信号は、メイン出力にミキシングされ 

ます。

•人カレベル入力1: OdB 

入力2:-10dB 

インピーダンス10k（7不平衡 

•ピンフ°ラグで接続 

〇人力1にはCDフ。レーャ、VTRなど 

出カレベルの高い機器、入力2には 

カセットデッキなど出カレベルの低い 

機器を接続します。

❻ 録音出力 
ジャック 
[REC OUT]

•出カレベル-10dB 

インピーダンスlOkfl不平衡 

•ピンフ。ラグで接続
ステレオのカセットテープレコーダな 

どに録音できます。
•録音用出力の音Mと、メイン出力の 

音Mは比例します。

❼ ステレオ/モノラル 

切換スイッチ 
[ST/MONO]

* メイン出力と録音出力を同時に切り 

換えるスイッチです。

❽ メイン出力 
コネクタ 
f MAIN ） 
lOUTPUT]

•出カレベル+4dB 

インピーダンス6000電子八ラ 

ンス出力
•キャノンコネクタ（XLR-3-120相 

当で接続
•本機でミキシングしたステレオ彳言号を
送り出します。

❾ モノラル 

入カコネクタ 
[MIC 3,4]
前面

*入カレべルー60dB- 10dB
インピーダンス10kn平衡 

*複式プラグで接続 

•後而のモノラル人力3，4より優先 

します。

❿ ステレオ 

入カジャック 
[2 UR]
前面

•入カレベルー10dB 

インピーダンス10kn不平衡 

書ピンフ。ラグで接続 

•後面のステレオ入力2とミキシングし 

て出力されます。

OdB=0.775VRMS

ご注意
•昔声人出力線はシールド線を使用してください。
©ハイ.インピーダンスマイクロホンを接続する場合は、ケーブルのMさを10m以下でご使用くださ 

い。ケーブルの容最成分によって商域特性が低下することがあリます 

©口一.インピーダンスマイクロホン（150Q、250Qまたは600Q）を使川する場^は、50m程度のUさ 

までは実用上の支障は生じません。
•スピーカ線と入力線を近づけますと入•出力の組合せによリ機器の動作が不安定になり、発振する 

場合があリますので近づけないでください。
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WR-X04 
MAIN OUT

L

R©

WRXI2 
MAIN 
SUB IN

(o)

’イクロホン*—^^=0 （〇） R
ケープル

- - - - - - - - - 1

①②③如 ⑥⑦⑧
WU-L65 REMOTE端子

定格•付属品
0定格
電 源
消 費電力 

周波数特性 

全高調波歪率 

入力換算雑音

残留 雑音 

最大 入力 
モノラル入力 

ステレオ入力 

最大 出力
クロストーク

同相除去比 

最大電圧利得

\ 力 回路 
モノラル入力I〜4 

ステレオ入力I 

ステレオ入力2 

サブ入力 

出力 回路 

メイン出力 

録音用出力 
モノラルインプット 

コンブレッサ 

リモート回路

寸
重
仕 上

法
爾
げ

:ACIOOV 50/60HZ 
:〶I5W

: 20Hz〜20kHz亡?:娜

: 0.05%以下20Hz〜20kHz （MONO INPUT -IOdB、MAIN OUT +4dB 6000） 

:-l25dB以下（ソースインピーダンス I50n、AUDIO BAND FILTER WTD.） 

-l28dB以下（ソースインピーダンス1500、IHF-A FILTER WTD.）

:—9ldB以下（全ての音置つまみ絞りきりAUDIO BAND FILTER WTD.）

:+IOdB以上 I kHz （感度-lOdB時 THD 0.1%）

:+20dB以上 I kHz （感度 0dB，THD0.l%）

:+24dB以上 i kHz （コンブレッサSW“0UT•こMAIN OUT 600 Q 負荷、THD 0. I %）

:-70dB以下I kHz （インプットチャンネル間）

—60dB以下10kHz （インプットチャンネル間）

: 60dB以上I kHz （モノラル入力一60dB感度）

:70dB±2dB （モノラル入カコンブレッサSW "OUT”、MAIN OUT lOkfi負荷） 

!6dB±2dB （ステレオ入力 I ST/MONO SW “ST”、MAIN OUT I0kf）負荷） 

26dB± 2dB （ステレオ入力2 ST/MONO SW *，ST\ MAIN OUT I0kn負荷）

-60dB〜一lOdB lOkfi電子バランス（キャノンタイプコネクタ（XLR-3-31）相当） 

0 dB IOkO不平衡（ビンジャック）

-lOdB IOkO不平衡（ピンジャック）

+ 4dB lOkH不平衡（単式ジャック）

:+4dB 600^電子バランス（キャノンタイプコネクタ（XLR-3-32）相当）

:-lOdB lOkfl不平衡（ピンジャック）
:スレッシヨルド：+!2dB〜一4 dB （+6dBにプリセット）

レシオ ：I : I〜8 : I （8:1にプリセット）

:VCAリモート2回路.電源制御（ナイロンコネクタ9P）

0dB = 0.775VRMS

: 270（幅）x|77（高さ）X93（奥行）mm （出荷状態：つまみなど突起部含まず）
:約3.7kg
:マンセルN2.5近似色半艶塗装

■付属品
:’己名シール. . . . . . . . . . . . . . . . . . Iセ分

セッティングマーカ. . . . . . . . . . . . . . . . . I
リモコン用コネクタ（9P） . . . . . . . . . . . . .  I

ラックマウントねじ（M5X 12）…… 

ボードマウント用木ねじ（M5X 18）
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X04の電源スイツチをONにする 

とラック組込みのL65がONとな 

りラック内へ電源供給する。
®X04のリモートコ 口ールつ

まみを廻すことにより、）＜12のモ 

ノ入力5、6の音置が調整でき 

る。

@X04のリモートコントロールが 

ONになっているとXI2側からモ 

ノ入力5、6の音ffl調整はできない。

®し65の電源スイツチをONにする 

とラツク内へ電源供給する。
淫し65よりX04の電源ONはできない

WR-X04からWR-X12をリモート制御する場合 

WR-X04、WR-X12と WU-L65の組合わせ

ラック

I系統図

MAIN SUB IN

堅理込み 音声系

一 - - - - - - - 科_ _ _ _ 1
wu-,
L65

.[TJ 1 • uliiiili ii I- - - 一.,

WR-XI2
「I-1.'1.，!^ (1^6 •

ラック内

各機器へ

制御系

■接続方法
WR-X04 REMOTE滿子

ACIOOV

ラック内の携器は連動 
コンセントを使用する

WR-XI2 REMOTE瑞子

機器の接続

はなれた場所から電源リモコンする場合 
WR-X12（又はwr-xo4）とWU-L65の組合せ

I系統図

WR->

.»nm

(12(X04)

o
存

ACIOOV

I接続方法
WR-XI2

(X04)

REMOTE

端子

〇©©
©©©

ACIOOV

ラック内の機器は連動 
コンセントを使用する

WU-L65 REMOTE端子

①②③⑥⑦⑧

機 能

• XI 2（X04）の電源スイッチをONに 

するとL65がONとなりラック内

^へ電源供給する。
甚し65の電源スイッチをONにする 

とラック内のみ電源供給できる 

が、下記注意が必要なためXI2 

（X04）による電源ON、OFFに限定 

すること。

※L65よりXI2の電源ONはできない

※L65の電源スイッチをONした場 

合X12からL65の電源をOFFする 

ことはできない。

※上記のような電源切りわすれを 

防ぐには、L65付属のスイッチカ 

バーを用いてL65電源スイッチ 

をf吏えなくし、XI 2（X04）のみで 

電源ON、OFFする，

リモコンについて（WR-X12、X04、WU-L65接続例）
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リモコンについて
機器の接続

同ーラック内で電源リモコンする場合 

WR-X12 （又はWR-X04）とWU-L65の組合せ

■系統図 I接続方法
WR-XI2

(X04)

ラック内 
各機器へ 
電源供給

1WU- 
L65

一 C 一

ラック WR-XI2
(X04)

REMOTE

端子

■ACI00V

①②③
④⑤⑥
⑦⑧③

①②③®⑤⑥⑦⑧
WU-L65 REMOTE端子

•非連動のコンセント使用する

機 能

• XI 2（X04）の電源スイッチをONに 

するとL65がONとなり、ラック 

内へ電源供給する。

運L65の電源スイッチをONにして 

もX12 （X04）の電源はONできないc 

そのため' XI2（X04）からの電源 

制御を優先させるため、L65の電 

源スイッチには付属のスイッチ 

カバーを用いてスイッチを使え 

なくし、x I2（XCM）のみで電源 

ON、OFFしてください。

Iリモコン用線材について
♦線M（は通mケーブル（CPEV）、U兮ケーブル（SVVレ等の多心ケーブルを⑴いる。
（注）VCAYli圧制御においては他からのぷ沒ノイズの衫郛を受けやすいため必要に応じてシールド付のケ 

—ブルとする。
*vii源制御のみの場合は、ビニル絶欲也線（iv）を使用してもょい 

•線路抵抗は往mでiooq以下になるようサイズを選んでください 

（注）100Q以1-.ではVCAへの供給祀圧が的I、'し定格出力が沿らUなくなる 

•'電源制御ュニットへの接続も、ワゴンのように移動が常li.Hi•われる場合は、断線が発'1.:しやすいのでよ 

リ線へ変更し端f•の前でワゴン等へ線M•を［叫定しておくこと。

■サイズと抵抗値の関係

m 体 単位長さ当り 
の壜体抵抗 
（2〇-）〇 km

往愎1000の 
線ネオの長さ 

（m）枝類 サイズ 断面彳

よ*m
AWG22 0.3 63.5 787

AWG20 0.5 40.0 1.250

単線
550.65mm 0.33 56.8 880

¢0.9mm 0.64 29.2 1.712

WU-L65ねじ式制御端子

①②③④⑤⑥⑦⑧
0+24V 

©C0NT 

③G
©CONT 

⑤G 
©BREAK — 

®MAKE 

©COM

]

EMG

REMOTE

L.-：, 一 へ:.-一',:

設置のしかた

本機の工事は、必ず販売店に依頼してください。また、 
工事の場合は、必ず電源スイッチを「切」にし、電源 

プラグをコンセントから抜いてください。

OUT
(DC 24V I A MAX)

ラックマウントアングルの 入出カコネクタパネルの設 場 所 付け変えかた 付け変えかた
ラックマウン

出荷状態
配線（コネクタ）の方向は後而，

f.jづ4のラ
M5X12)

壁に埋め込み
fid線の方向（後面

.，つで

出仰状態のまま
付域のラ../クマウ コネクタパネルを上面に変えるuM5xi2)

1妃線（コネクタ）のぢ向をh而に壁に直付け
変えられます

m.

取付ねじ（lAj側2 4：ずつ）を外し、 
ラックマウントアング，レを逆さに 

付け変えます付祺のボード
卜用木わし

妃線の"向（hifn）
テーブルに埋込み

付属のボーマウ 内部のケーブルが部品にひっか 

かったり、コネクタハネルには 

さみ込まないように付け変えて 

ください
h荷状態のまま



I接続方法
WR-XI2

(X04)

REMOTE

這子

E接続方法
WR-X04 REMOTE;X子

ぐ
WR-XI2 REMOTE送子

WR.X04 
MAIN OUT

し® [0^

R @

wn-xiz
MAIN 
SUB IN

ク a ホン 1~(o) R 
ケープル

WU-L65 REMOTER子

①②③(pcD©⑦⑧
※上記のような苹源切れわすれを 
防ぐには、L65付属のスイッテカ 

パーを罔いてL65常源スイッチ 

を使えなくし、XI2(X04)のみで 

苛源ON、OFFする。

8 -

①②③⑥⑦⑧
WU-L65 REMOTER 子

WR-X04からWR-X12をリモート制御する場合 

WR-X04、WR-X12とWU-L紐の組合わせ

ラック

1系統図

MAIN SUB IN

52理込み
MAIN OUT

音戸系

綱系

niiiimimii

ラック内 
各拔？sへ 

WU-1兄汲供給 
L65 I

ACIOOV

• X04の電源スイッチをONにする 

とラック組込みのL65がONとな 

りラック内へ電源供給する。
• X04のリモートコントロールつ 

まみを廻すことにより、XI2のモ 

ノ入力5、6の音Sが調空でき 

る。

@X04のリモートコント□—ルが 

ONになっているとXI2側からモ 

ノ入力5、6の音S調Sはできない。

• L65の勾:源スイッチをONにする 

とラック内へ笛源供給する。
@し65よりX04の15源ONはできない。

卜|モ1:ノにつし、て(WR-X12、X04、WU-L65接続例)

No. 接器の接続

はなれた場所から電源リモコンする場合 
WR-X12 (又はWR.XCM)とWU-l_fr&の組合せ

系統図

ACIOOV

WR-X 12(X04) 各扱器へ

苟若供給

ラック内

ラック

ACIOOV

提 能

• XI 2(X04)の電源スイッチを.ONに 

するとL65が0Nとなリラック内 

へ電源供給する。
@L65の苛源スイッチをONにする 

とラック内のみ電源供給できる 
が、下記注意が必要なためXI2 

(X04)による電源ON、OFFに限定 

すること。

XL65よりXI2の跫源ONはできない

XL65の電源スイッチをONした場 

合XI2からL65の電源をOFFする 

ことはできない0

©
©

©
©

0®©

⑦
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同ーラック内で電源リモコンする場合 

WR-XI2 （又じwa.xooとWU-L括の組合せ
■系統図 7 a接続方法

WR-XI2

REMOTE

ACI00V

WU-L65 REMOTE;若子

卜使苗する非浬公の

①⑦③④⑤⑤⑦⑧

WR-XI2

、兌ぶ.供泛
各提器へ

XI2（X0Oの電源スイツチをONに 
するとL&がONとなり、ラック 

内へ苛源供給する。

@L怒'の它源スイッチをONにして 

もズ12以04）の范源は（^できない。 
そのため、XI2（X04）からの勾:源 

制街を倭先させるため、L65の電 

源スイッチには付J1のスイツチ 

カバーを罔いてスイッチを使え 

なくしておく。

No. 機器の接続 機 能

モコン用線材について

■線種は通信ケーブル（CPEV）、信号ケ—ブル（SW）等の多心ケ-ブルを肌、る。

（注）VCA電圧制御においては他からの誘導ノイズの影響を受けやすいため必要に応じてシ 

ド付のケーブルとする。

■電源制倒のみの場合は' ビニル絶縁電線（I V）を使用してもよい。

■線路雛は額でIMdUTFになるようサイズを選んでください。

（注）100 Q以上ではVCAへの供給電圧が低下し定格出力が得られなくなる。

ール

Iサイズと抵抗値の関係

参 考

導 体 車位長さ当り 
の導体抵抗 
（20*） Q/km

往復100 Qの 
線材長さ 
（m ）種類 サイズ 断面稽（mmO 構成（本/mm）

より線
AWG22 0.3 12/0.18 63.5 787

AWG20 0.5 19/0.18 40.0 1,250

単線
※

00.65刪 0.33 1/0.65 56.8 880

00.9mm 0.64 1/0.9 29.2 1,712

③
⑥
③
I

⑦
⑤0-

〇©
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設置のしかた — 〇 ^ % 意

•ラックマウント金具（W2-LAM/X04•別売）を本捲に取 

り付けてラックマウントします。
©本機を2台並べてラックマウントするときは、ラック 

マウント金具（W2-LAM/X04.別売）に付属のアングル 

で2台を連結します。
くわしくはW2-LAM/X04の使用説明書をご覧ください: 

•埋込用ボックス（松下電工㈱製aSNASlSWなどを使 

用する場合

ラックに取り付ける場合、電力増幅器や容蛩の火きい 

電源部などの卜.は、加熟や電源ハムなどの悪影製を受 

けますので避けてください。
現地にてボックスを製作する場合

配管

埋込用
ボックス

/コンクリー

ラックマウントねじ

本機

コネクタの;；i»]
5/jj/n

Ifc' i に80na以
埋込用 裕を確保する:
ボックス

ボ，クフ、に板を使用する場合、板厚により、f.W4のボ 

—ドマウント用木ねじでは取》）付けられない場合があり 

ます-その際は別途、取付ねじを用意してください

取リ付ける場所は、しっかりした柱や、板厚20]以上 

の板哨に木ねじ（Uさ15_以卜.）または板#用アン々一 

ボルトなどで取リ付けてください
■寸法 ケクニ:'

•ボード製の問n:切1）作度に使用されているザ:などへの 

取り付けは絶対に避けてください。
•卜分な保持力が確保できる取り付け構造にしてくださ

■

-N-20

101.6mm

20mm以上

•テーブルに本機埋め込み用穴とねじ穴を開けます

ねじ穴

178mm 101.6mni

225mm

ねじ穴 25Dmm

16



コンブレッサについて
変える必要のないときは、そのまま使ってください＜ 

■コンブレッサ（モノラル入力）を切りたい場合 

• COMPスイッチ〇

IN —»■コンプレッサ入 

OUT—コンプレッサ切

圏コンブレッサ特性を変えられます0
•スレッショルド（圧縮開始点）❷
モノラルインプットへマイクで大きな声を入力 

し、スピーカで音を聞きながら、スレッショル 

ドボリュームを回して圧縮開始点を設定します。
右に回すほど、人カレベルの低いところで圧縮 

が開始されます。
*レシオ（圧縮比率）❸
レシオボリュームを回して、圧縮比率を設定し 

ます。右に回すほど大きく圧縮されます。

本機側面のねじを外し、上板を外します。

OUT ㈠ IN

1:1[COMP OUT]

indino

7



外観寸法図
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アフターサービスについて
.保証書（別に添付してあります〇）
保証書は、必ず「おnい上げh •販売店名」などの記 

入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、 
内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

保証期間……お買い上げ［jから1年間です,
.修理を依頼されるとき
取扱説明書をもう一度ご1段いただき、なお異常のある 

ときは、必ず屯源プラグを抜いてから、お買い上げの 

販売店にご連絡ください。保証螯の記故内容により、 
販売店が修理いたします。
•保証期間中は
保証書の規定（こ従って、お買い上げの阪売店が出張修 

理をさせていただきます。

ご連絡していただきたい内容
•ご住所•ご氏名•電話番号
•製品名•品番•お買い上げ日（保証書をごK〈ださい。）
〇故障または異常の内容（できるだけ詳しく）
•訪問ご希望日

*保証期間が過ぎているときは
お買い上げの販売店へご依頼ください。修理すれば使 

用できる製品については、ご希望により有料で修理い 

たします。

アフターサービスなどについて、おわかりにならない 

とき
お買い上げの販売店にお問合わせください。

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です。）

お買い上げ年月日 年月日 品番WR-X04

販売店 名 電話（ ） 一

最寄りの当社ご相談窓口 電話（ ）

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社AVシステム事業部
〒226横浜市緑区佐江戸町600 K （045） 932-1231 （大代表）

N0690.2110 A8QA2216CN




